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(57)【要約】
【課題】Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴモードにおいて、移動局
ＵＥのバッテリ制約を考慮した上で、十分な測定結果の
ログを得る。
【解決手段】本発明に係る移動通信方法は、無線基地局
ｅＮＢ＃１が、セル＃１においてＣｏｎｎｅｃｔｅｄ状
態にある移動局ＵＥに対して、所定パラメータＳＳｅａ

ｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを含む「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａ
ｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を送
信する工程と、移動局ＵＥが、Ｉｄｌｅ状態にある場合
に、セル＃１における無線品質及び所定パラメータＳＳ

ｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを用いて、周辺セル測
定を行うべきか否かについて判定する工程とを有する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線基地局が、配下のセルにおいて接続状態にある移動局に対して、所定パラメータを
含む個別情報を送信する工程Ａと、
　前記移動局が、アイドル状態にある場合に、前記セルにおける無線品質及び前記所定パ
ラメータを用いて、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定する工程Ｂとを有するこ
とを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記工程Ｂにおいて、前記所定パラメータの値が、絶対値である場合、前記移動局は、
前記無線基地局から、所定閾値を含む報知情報を受信した場合であっても、該所定閾値を
用いることなく、前記周辺セル測定を行うべきか否かについて判定することを特徴とする
請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　前記工程Ｂにおいて、前記所定パラメータの値が、前記無線基地局から受信した報知情
報に含まれる所定閾値に対するオフセット値である場合、前記移動局は、前記セルにおけ
る無線品質と前記所定パラメータと前記所定閾値とを用いて、前記周辺セル測定を行うべ
きか否かについて判定することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項４】
　前記工程Ａにおいて、前記無線基地局は、前記移動局に対して、該移動局との間のコネ
クションを開放するためのメッセージによって、前記所定パラメータを通知することを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の移動通信方法。
【請求項５】
　前記工程Ａにおいて、前記無線基地局は、前記移動局に対して、前記所定測定報告処理
を行わせるためのメッセージによって、前記所定パラメータを通知することを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか一項に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　前記無線基地局が、前記移動局の能力情報及び加入者プロファイル情報の少なくとも一
方に基づいて、前記所定パラメータの値を決定する工程を有することを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか一項に記載の移動通信方法。
【請求項７】
　前記所定パラメータの値は、前記所定閾値よりも大きくなるように設定されることを特
徴とする請求項２又は３に記載の移動通信方法。
【請求項８】
　移動局であって、
　無線基地局から、該無線基地局配下のセルにおいて接続状態にある場合に、所定パラメ
ータを含む個別情報を受信するように構成されている個別情報受信部と、
　アイドル状態にある場合に、該セルにおける無線品質及び前記所定パラメータを用いて
、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されている判定部とを具備
することを特徴とする移動局。
【請求項９】
　前記セルにおいて、所定閾値を含む報知情報を受信するように構成されている報知情報
受信部を具備し、
　前記所定パラメータの値が、絶対値である場合、前記判定部は、前記所定閾値を用いる
ことなく、前記周辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されているこ
とを特徴とする請求項８に記載の移動局。
【請求項１０】
　前記セルにおいて、所定閾値を含む報知情報を受信するように構成されている報知情報
受信部を具備し、
　前記所定パラメータの値が、前記所定閾値に対するオフセット値である場合、前記判定
部は、前記セルにおける無線品質と該所定パラメータと該所定閾値とを用いて、前記周辺
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セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されていることを特徴とする請求
項８に記載の移動局。
【請求項１１】
　前記個別情報受信部は、前記個別情報として、前記無線基地局と前記移動局との間のコ
ネクションを開放するためのメッセージを受信するように構成されていることを特徴とす
る請求項８乃至１０のいずれか一項に記載の移動局。
【請求項１２】
　前記個別情報受信部は、前記個別情報として、前記所定測定報告処理を行わせるための
メッセージを受信するように構成されていることを特徴とする請求項８乃至１０のいずれ
か一項に記載の移動局。
【請求項１３】
　無線基地局であって、
　配下のセルにおいて接続状態にある移動局に対して、所定パラメータを含む個別情報を
送信するように構成されている個別情報送信部と、
　前記移動局の能力情報及び加入者プロファイル情報の少なくとも一方に基づいて、前記
所定パラメータの値を決定するように構成されている決定部とを具備することを特徴とす
る無線基地局。
【請求項１４】
　前記セルにおいて、所定閾値を含む報知情報を送信するように構成されている報知情報
送信部を具備し、
　前記決定部は、前記所定パラメータの値を、前記所定閾値よりも大きくなるように設定
することを特徴とする請求項１３に記載の無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法、移動局及び無線基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式では、「ＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍ
ｉｓａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ）」が規定されている。「ＭＤＴ」とは
、従来、オペレータが電波測定車等を用いて行っていたエリア品質測定を、移動局ＵＥか
らの測定報告で代用するコンセプトである。
【０００３】
　かかるＭＤＴのうち、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴモードでは、移動局ＵＥは、在圏中セル（
サービングセル）及び周辺セルの無線品質についての測定処理を行い、かかる測定結果を
メモリにログとして保存しておき、後で、無線基地局ｅＮＢと接続状態になった際に、無
線基地局ｅＮＢに対して、かかる測定結果をまとめて報告する（すなわち、かかるログを
報告する）ように構成されている。
【０００４】
　また、移動局ＵＥは、位置情報があれば、かかる位置情報についても、上述の測定結果
と共にログしておき、無線基地局ｅＮＢに対して、上述の測定結果と共に報告する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３７.３２０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のＬｏｇｇｅｄ　ＭＤＴモードでは、移動局ＵＥは、在圏中セルで
報知される周辺セル測定用のパラメータに従った測定しか行わず、かかる測定により得ら
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れた測定結果を、指定されたログ方法に従ってログするのみであった。
【０００７】
　ここで、報知されるパラメータには、在圏中セルの受信レベル（ＲＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｌｅｖｅｌ）又は受信品質（ＲＳＲＱ：Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）に対する所定閾
値Ｓｓｅａｒｃｈが含まれる。
【０００８】
　移動局ＵＥは、ＲＳＲＰ（又は、ＲＳＲＱ）が、所定閾値Ｓｓｅａｒｃｈ以下の場合に
のみ、周辺セル測定を行う必要がある。これにより、バッテリ消耗を抑えることができる
。
【０００９】
　かかる所定閾値Ｓｓｅａｒｃｈは、報知されるパラメータであり、セル内の全移動局Ｕ
Ｅに対して一律に適用されるパラメータである。所定閾値Ｓｓｅａｒｃｈの値は、バッテ
リ消耗を抑えるために、セル端でのみ周辺セル測定が行われるように通常低い値に設定さ
れる。
【００１０】
　しかしながら、ＭＤＴでは、広範に渡って様々なセルの伝搬状況を把握できることが望
ましく、セル端に限らずより広い範囲で周辺セル測定を行った結果のログが取得できるこ
とが望ましい。ここで、所定閾値Ｓｓｅａｒｃｈの値が低く設定された場合、ＭＤＴによ
る十分なログが得られないという問題点があった。
【００１１】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴモ
ードにおいて、移動局ＵＥのバッテリ制約を考慮した上で、十分な測定結果のログを得る
ことができる移動通信方法、移動局及び無線基地局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の特徴は、移動通信方法であって、　無線基地局が、配下のセルにおいて
接続状態にある移動局に対して、所定パラメータを含む個別情報を送信する工程Ａと、前
記移動局が、アイドル状態にある場合に、前記セルにおける無線品質及び前記所定パラメ
ータを用いて、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定する工程Ｂとを有することを
要旨とする。
【００１３】
　本発明の第２の特徴は、移動局であって、無線基地局から、該無線基地局配下のセルに
おいて接続状態にある場合に、所定パラメータを含む個別情報を受信するように構成され
ている個別情報受信部と、アイドル状態にある場合に、該セルにおける無線品質及び前記
所定パラメータを用いて、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成さ
れている判定部とを具備することを要旨とする。
【００１４】
　本発明の第３の特徴は、無線基地局であって、配下のセルにおいて接続状態にある移動
局に対して、所定パラメータを含む個別情報を送信するように構成されている個別情報送
信部と、前記移動局の能力情報及び加入者プロファイル情報の少なくとも一方に基づいて
、前記所定パラメータの値を決定するように構成されている決定部とを具備することを要
旨とする。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように、本発明によれば、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴモードにおいて、移動局
ＵＥのバッテリ制約を考慮した上で、十分な測定結果のログを得ることができる移動通信
方法、移動局及び無線基地局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
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【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられるＳＩＢ３のフォー
マットの一例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｌｏｇｇｅｄ　
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」のフォーマットの一例を示す図
である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００１８】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ方式の移動通信システムであって、図１
に示すように、無線基地局ｅＮＢ＃１～ｅＮＢ＃３を具備している。ここで、セル＃１～
＃３は、無線基地局ｅＮＢ＃１～ｅＮＢ＃３配下にある。
【００１９】
　なお、無線基地局ｅＮＢ＃１～＃３の機能は、基本的に同一であるため、以下、無線基
地局ｅＮＢ＃１～＃３をまとめて「無線基地局ｅＮＢ」と記す。
【００２０】
　図１に示すように、無線基地局ｅＮＢは、決定部１０と、報知情報送信部１１と、個別
情報送信部１２とを具備している。
【００２１】
　報知情報送信部１１は、無線基地局ｅＮＢ配下のセルにおいて、ＭＩＢ（Ｍａｓｔｅｒ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）やＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）１～３等の報知情報を送信するように構成されている。
【００２２】
　例えば、報知情報送信部１１は、図３に示すように、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを含むＳ
ＩＢ３を送信するように構成されている。
【００２３】
　ここで、本実施形態に係る移動通信システムが、ＬＴＥ（Ｒｅｌ-９）方式の移動通信
システムである場合、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈとして、ＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲ

Ｐ（図３における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｒ９」）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅ

ａｒｃｈＲＳＲＰ（図３における「ｓ-ＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｒ９」）や、Ｓ

ＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱ（図３における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＱ-ｒ９」
）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱ（図３における「ｓ-ＮｏｎＩｎｔｒａ
ＳｅａｒｃｈＱ-ｒ９」）を設定することができる。
【００２４】
　一方、本実施形態に係る移動通信システムが、ＬＴＥ（Ｒｅｌ-８）方式の移動通信シ
ステムである場合、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈとして、ＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰ

や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰを設定することができる。
【００２５】
　個別情報送信部１２は、無線基地局ｅＮＢ配下のセルにおいて接続状態（Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｅｄ状態）の移動局ＵＥに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ
」や「Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」等の個別
情報を送信するように構成されている。
【００２６】
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　例えば、個別情報送信部１２は、図４に示すように、無線基地局ｅＮＢ配下のセルにお
いて接続状態の移動局ＵＥに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ
」によって、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ（図４における「ｓ-Ｓ
ｅａｒｃｈ-ｒ１０」）を通知するように構成されていてもよい。
【００２７】
　ここで、かかる所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄとしては、ＳＩｎ

ｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰ（図４における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｖ１０ｘ０
」）や、ＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱ（図４における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃ
ｈＱ-ｖ１０ｘ０」）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰ（図４における「ｓ-
ＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｖ１０ｘ０」）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈ

ＲＳＲＱ（図４における「ｓ-ＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＱ-ｖ１０ｘ０」）を設定す
ることができる。
【００２８】
　同様に、個別情報送信部１２は、図５に示すように、無線基地局ｅＮＢ配下のセルにお
いて接続状態の移動局ＵＥに対して、「Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」によって、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ

（図５における「ｓ-Ｓｅａｒｃｈ-ｒ１０」）を通知するように構成されていてもよい。
【００２９】
　ここで、かかる所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄとしては、ＳＩｎ

ｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰ（図５における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｖ１０ｘ０
」）や、ＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱ（図５における「ｓ-ＩｎｔｒａＳｅａｒｃ
ｈＱ-ｖ１０ｘ０」）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰ（図５における「ｓ-
ＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＰ-ｖ１０ｘ０」）や、ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈ

ＲＳＲＱ（図５における「ｓ-ＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＱ-ｖ１０ｘ０」）を設定す
ることができる。
【００３０】
　なお、かかる「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」や「Ｌｏｇｇｅｄ　
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」に含まれている所定パラメータ
ＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値は、絶対値であってもよいし、ＳＩＢ３に含ま
れている所定閾値ＳＳｅａｒｃｈに対するオフセット値（差分値）であってもよい。
【００３１】
　移動局ＵＥは、アイドル状態にある場合には、複数のセルを跨って移動するので、所定
パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈに対す
るオフセット値にしておくと、セル形状の違い等が理由でセル毎に報知される所定閾値Ｓ

Ｓｅａｒｃｈが異なる場合に、セル毎の所定閾値ＳＳｅａｒｃｈの違いを反映することが
できる。
【００３２】
　決定部１０は、移動局ＵＥの「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」及び「ＳＰＩＤ（Ｓｕｂ
ｓｃｒｉｂｅｒ　Ｐｒｏｆｉｌｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ　ｆｏｒ　ＲＡＴ/ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　ｐｒｉｏｒｉｔｙ）」に基づいて、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉ

ｃａｔｅｄの値を決定するように構成されている。
【００３３】
　ここで、決定部１０は、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を、
所定閾値ＳＳｅａｒｃｈよりも大きくなるように設定してもよい。
【００３４】
　例えば、決定部１０は、バッテリ制約の少ない移動局ＵＥ（例えば、車載型移動局ＵＥ
や自販機搭載移動局ＵＥ等）用の所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの
値を、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈよりも大きく設定することができる。
【００３５】
　また、決定部１０は、ＭＤＴを設定する移動局ＵＥ用の所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ
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/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈよりも大きく設定することができ
る。かかる場合、個別情報送信部１２が、ＭＤＴを行う移動局ＵＥに対してのみ、所定パ
ラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを通知し、ＭＤＴを行わない移動局ＵＥに
対しては、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを通知しないで、所定閾
値ＳＳｅａｒｃｈを利用させることによって、ＭＤＴを行わない移動局ＵＥのバッテリの
消費を減らすことができる。
【００３６】
　ＬＴＥ方式では、「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」は、移動局ＵＥのＡｔｔａｃｈ時に
、移動局ＵＥから無線基地局ｅＮＢＥ＃１を介して移動管理ノードＭＭＥに対して通知さ
れ、移動局ＵＥがアイドル状態にある場合には、移動管理ノードＭＭＥが、かかる「ＵＥ
　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」を保持する。
【００３７】
　そして、移動局ＵＥが接続状態になる際に、移動管理ノードＭＭＥが、無線基地局ｅＮ
Ｂに対して、かかる「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」を通知する。
【００３８】
　ここで、無線基地局ｅＮＢは、移動管理ノードＭＭＥから「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ」を取得することができない場合には、移動局ＵＥから「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
」を取得することができる。
【００３９】
　また、「ＳＰＩＤ」は、移動局ＵＥが接続状態になる際に、移動管理ノードＭＭＥが、
無線基地局ｅＮＢに対して通知される情報である。ここで、「ＳＰＩＤ」は、端末種別や
契約種別等、オペレータが定義して使用することができるインデックスである。
【００４０】
　図６に示すように、移動局ＵＥは、報知情報受信部２１と、個別情報受信部２２と、判
定部２３と、測定部２４と、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ実施部２５とを具備している。
【００４１】
　報知情報受信部２１は、移動局ＵＥがアイドル状態（Ｉｄｌｅ状態）にあるセルにおい
て、報知情報、例えば、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを含むＳＩＢ３を受信するように構成さ
れている。
【００４２】
　個別情報受信部２２は、移動局ＵＥが接続状態にあるセルを管理する無線基地局ｅＮＢ
＃１から、個別情報、例えば、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを含
む「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」や「Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を受信するように構成されている。
【００４３】
　判定部２３は、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおける無線品質（例えば、ＲＳ
ＲＰやＲＳＲＱ等）とＳＩＢ３に含まれている所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを用いて、周辺セ
ル測定（すなわち、周辺セルサーチ及び検出された周辺セルの受信レベル・受信品質測定
）を行うべきか否かについて判定するように構成されている。
【００４４】
　具体的には、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおけるＲＳＲＰが、ＳＩＢ３に含
まれているＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰを下回る場合にのみ、かかるセルと同一の
周波数が用いられている周辺セルを、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するよ
うに構成されていてもよい。
【００４５】
　或いは、移動局ＵＥがＩｄｌｅ状態にあるセルにおけるＲＳＲＱが、ＳＩＢ３に含まれ
ている所定閾値ＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱを下回る場合にのみ、かかるセルと同
一の周波数が用いられている周辺セルを、周辺セル測定の対象とするべきであると判定す
るように構成されていてもよい。
【００４６】
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　また、移動局ＵＥがＩｄｌｅ状態にあるセルにおけるＲＳＲＰが、ＳＩＢ３に含まれて
いる所定閾値ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＰを下回る場合にのみ、かかるセル
と異なる周波数（ＲＡＴ：Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）が用いら
れている周辺セルを、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するように構成されて
いてもよい。
【００４７】
　さらに、移動局ＵＥがＩｄｌｅ状態にあるセルにおけるＲＳＲＱが、ＳＩＢ３に含まれ
ている所定閾値ＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱを下回る場合にのみ、かかるセ
ルと異なる周波数（ＲＡＴ）が用いられている周辺セルを、周辺セル測定の対象とするべ
きであると判定するように構成されていてもよい。
【００４８】
　かかる構成によれば、無線基地局ｅＮＢ配下のセルにおいてＩｄｌｅ状態にある移動局
ＵＥは、無線基地局ｅＮＢによって報知されている所定閾値よりも、かかるセルにおける
無線品質が下回る場合にのみ、周辺セル測定を行うように構成されているため、移動局Ｕ
Ｅのバッテリの消費を減らすことができる。
【００４９】
　また、判定部２３は、個別情報受信部２２によって所定パラメータＳＳｅａｒｃｈが取
得された場合には、移動局ＵＥがＩｄｌｅ状態にあるセルにおける無線品質（例えば、Ｒ
ＳＲＰ/ＲＳＲＱ）及び所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを用いて、周
辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されている。
【００５０】
　ここで、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、絶対値である場
合、判定部２３は、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを用いることなく、周辺セル測定を行うべき
か否かについて判定するように構成されていてもよい。
【００５１】
　一方、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、所定閾値ＳＳｅａ

ｒｃｈに対するオフセット値である場合、判定部２３は、セル＃１における無線品質ＲＳ
ＲＰ/ＲＳＲＱと所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄと所定閾値ＳＳｅａ

ｒｃｈとを用いて、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されてい
てもよい。
【００５２】
　具体的には、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおけるＲＳＲＰが、「ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」に含まれている所定パラメータＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲ

Ｐを下回る場合にのみ、かかるセルと同一の周波数が用いられている周辺セル（例えば、
セル＃２）を、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するように構成されていても
よい。
【００５３】
　或いは、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおけるＲＳＲＱが、「ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ」に含まれている所定パラメータＳＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲＱを
下回る場合にのみ、かかるセルと同一の周波数が用いられている周辺セル（例えば、セル
＃２）を、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するように構成されていてもよい
。
【００５４】
　また、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおけるＲＳＲＰが、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ」に含まれている所定パラメータＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳＲ

Ｐを下回る場合にのみ、かかるセルと異なる周波数（ＲＡＴ）が用いられている周辺セル
（例えば、セル＃３）を、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するように構成さ
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れていてもよい。
【００５５】
　さらに、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおけるＲＳＲＱが、「ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ」に含まれている所定パラメータＳＮｏｎＩｎｔｒａＳｅａｒｃｈＲＳ

ＲＱを下回る場合にのみ、かかるセルと異なる周波数（ＲＡＴ）が用いられている周辺セ
ル（例えば、セル＃３）を、周辺セル測定の対象とするべきであると判定するように構成
されていてもよい。
【００５６】
　測定部２４は、判定部２３の判定結果に基づいて、周辺セル測定を行うように構成され
ている。また、測定部２４は、セル＃１の無線品質を測定するように構成されている。
【００５７】
　Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ実施部２５は、測定部２４による測定結果に基づいて、Ｌｏｇｇ
ｅｄ　ＭＤＴを実施するように構成されている。
【００５８】
　例えば、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ実施部２５は、測定部２４によって測定されたセル＃１
及び周辺セル＃２～＃３の無線品質（例えば、ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱ）についての測定結果
をログとして保存し、セル＃１において接続状態になった際に、無線基地局ｅＮｂ＃１に
対してログを報告するように構成されている。
【００５９】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、アイドル状
態にあるセルにおける無線品質及び「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」
及び「Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」に含まれ
ている所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを用いて、周辺セル測定を行
うべきか否かについて判定するように構成されているため、すなわち、アイドル状態にあ
るセルにおける無線品質が良好な場合には、周辺セル測定（すなわち、Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍ
ＤＴ）を行う必要がないため、バッテリの消費を減らすことができる。
【００６０】
　また、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ/Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ」内の所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値をＳＩＢ
３内の所定閾値ＳＳｅａｒｃｈの値よりも大きくすることによって、周辺セル測定を行う
地理的範囲を拡大することができ、より多くのＬｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ測定結果を取得する
ことができる。
【００６１】
　これは、周辺セル測定は、その性質上、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおける
無線品質が良好な場合には、行われなくても不具合は生じないが、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ
は、その性質上、本来であれば、移動局ＵＥがアイドル状態にあるセルにおける無線品質
の良悪に関わらず行われることが好ましいことを、その理由とする。
【００６２】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００６３】
　本実施形態の第１の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局ｅＮＢ＃１が、配下の
セル＃１において接続状態にある移動局ＵＥに対して、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/

Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを含むＲＲＣメッセージ（個別情報）を送信する工程Ａと、移動局Ｕ
Ｅが、アイドル状態にある場合に、セル＃１における無線品質ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱ及び所
定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを用いて、周辺セル測定を行うべきか
否かについて判定する工程Ｂとを有することを要旨とする。
【００６４】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｂにおいて、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/
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Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、絶対値である場合、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃１か
ら、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを含むＳＩＢ３（報知情報）を受信した場合であっても、所
定閾値ＳＳｅａｒｃｈを用いることなく、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定し
てもよい。
【００６５】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｂにおいて、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/

Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、無線基地局ｅＮｂ＃１から受信したＳＩＢ３に含まれる所定
閾値ＳＳｅａｒｃｈに対するオフセット値である場合、移動局ＵＥは、セル＃１における
無線品質ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱと所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄと所定
閾値ＳＳｅａｒｃｈとを用いて、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定してもよい
。
【００６６】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃１は、移動局
ＵＥに対して、移動局ＵＥとの間のＲＲＣコネクションを開放するためのメッセージであ
る「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」によって、所定パラメータＳＳｅ

ａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを通知してもよい。
【００６７】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃１は、移動局
ＵＥに対して、Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴを行わせるためのメッセージである「Ｌｏｇｇｅｄ
　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」によって、所定パラメータＳ

Ｓｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを通知してもよい。
【００６８】
　本実施形態の第１の特徴において、無線基地局ｅＮＢ＃１が、「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌ
ｉｔｙ（移動局の能力情報）」及び「ＳＰＩＤ（加入者プロファイル情報）」の少なくと
も一方に基づいて、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を決定する
工程を有してもよい。
【００６９】
　本実施形態の第１の特徴において、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅ

ｄの値は、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈよりも大きくなるように設定されてもよい。
【００７０】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥであって、無線基地局ｅＮＢ＃１から、無線基
地局ｅＮＢ＃１配下のセル＃１において接続状態にある場合に、所定パラメータＳＳｅａ

ｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを含むＲＲＣメッセージを受信するように構成されている個
別情報受信部２２と、アイドル状態にある場合に、セル＃１における無線品質ＲＳＲＰ/
ＲＳＲＱ及び所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄを用いて、周辺セル測
定を行うべきか否かについて判定するように構成されている判定部２３とを具備すること
を要旨とする。
【００７１】
　本実施形態の第２の特徴において、セル＃１において、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを含む
ＳＩＢ３を受信するように構成されている報知情報受信部２１を具備し、所定パラメータ
ＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、絶対値である場合、判定部２３は、所定閾
値ＳＳｅａｒｃｈを用いることなく、周辺セル測定を行うべきか否かについて判定するよ
うに構成されていてもよい。
【００７２】
　本実施形態の第２の特徴において、セル＃１において、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈを含む
ＳＩＢ３を受信するように構成されている報知情報受信部２１を具備し、所定パラメータ
ＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値が、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈに対するオフセッ
ト値である場合、判定部２３は、セル＃１における無線品質ＲＳＲＰ/ＲＳＲＱと所定パ
ラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄと所定閾値ＳＳｅａｒｃｈとを用いて、周
辺セル測定を行うべきか否かについて判定するように構成されていてもよい。
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【００７３】
　本実施形態の第２の特徴において、個別情報受信部２２は、上述のＲＲＣメッセージと
して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｌｅａｓｅ」を受信するように構成されて
いてもよい。
【００７４】
　本実施形態の第２の特徴において、個別情報受信部２２は、上述のＲＲＣメッセージと
して、「Ｌｏｇｇｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を受信
するように構成されていてもよい。
【００７５】
　本実施形態の第３の特徴は、無線基地局ｅＮＢ＃１であって、配下のセル＃１において
接続状態にある移動局ＵＥに対して、所定パラメータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅ

ｄを含むＲＲＣメッセージを送信するように構成されている個別情報送信部１２と、「Ｕ
Ｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」及び「ＳＰＩＤ」の少なくとも一方に基づいて、所定パラメ
ータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を決定するように構成されている決定部１
０とを具備することを要旨とする。
【００７６】
　本実施形態の第３の特徴において、セル＃１において、ＳＳｅａｒｃｈを含むＳＩＢ３
を送信するように構成されている報知情報送信部１１を具備し、決定部１０は、所定パラ
メータＳＳｅａｒｃｈ/Ｄｅｄｉｃａｔｅｄの値を、所定閾値ＳＳｅａｒｃｈよりも大き
くなるように設定してもよい。
【００７７】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥの動作は、ハードウェアによって実施され
てもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施されて
もよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００７８】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００７９】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かかる
記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局ｅＮＢや移
動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００８０】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００８１】
ｅＮＢ…無線基地局
１０…決定部
１１…報知情報送信部
１２…個別情報送信部



(12) JP 2012-105228 A 2012.5.31

ＵＥ…移動局
２１…報知情報受信部
２２…個別情報受信部
２３…判定部
２４…測定部
２５…Ｌｏｇｇｅｄ　ＭＤＴ実施部

【図１】

【図２】

【図３】
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